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水道管で "オカシーナ"
～ "オカシーナ"の改良 ～
大 森 康 正
フイルムのプラスチック･ケースでオカリーナとは異る笛を作り､ "ocasina､オカシ
ーナ"と名付けて発表しだ)0
オカシーナの音域はおよそ1オクタ-ヴ程度であるが､両端を切り離した水道の塩化ビ
ニール製の管 (塩ビ管)ではオカシーナより音域の広い､高低差のある曲の吹ける笛を作
ることが出来たのでその概要を報告する (写真 1)0
写真1 水道の塩ビ管のオカシーナ
素材と制作方法
水道工事の業者から目的に合った太さの塩ビ
管の提供を受けることが出来た｡竹やプラスチ
ックなどの切jlるノコギリで長さ10-20cmに切
り出し､塩ビ管の中央に12mmのルーター ･ピッ
ト (ルーターの刃)を取り付けたボール盤で吹
口を開けた｡吹口が滑らかに開かない場合､棒
ヤスリで淵を削って整えた｡12mのルーター ･
ピットはフイルム ･ケースの吹口を開けるのに
ルーターで使ったもの1)を筆者のボール盤に取 り付けた｡筆者のボール盤のチャックにピ
ッタリ固定され､塩ビ管には13-15mmの吹口を開けることが出来た｡
写真2 オカシーナの音階調節
演奏方法
フイルム ･ケースのオカシーナは蓋の開閉で
音階を調節するが (写真2)､この塩ビ管の改良
オカシーナは切りはなした両端を手でにぎるよ
うに持って､にぎり方､持ち方の加減で管の開
閉を調節して音階を作る (写真3)｡手のにぎり
易さや音色から､内径20mm､長さは10cm～17cm
程度の管が使いやすかった｡
.にぎった手の片方の人差指を上の方向に立て
て､指を振るように動かすと音にバイブレーションがかかる (写真3)｡音の出し方は基本
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写真3 水道管のオカシーナの音階調節
的にはフイルム ･ケースのオカシーナと同様で､
手のにぎりを緩めるように管の端を少しづつ開
いていくと､ドレミフア--と音が高く上がっ
ていく｡
右側の手を握ったままで､左側の手を少しづ
つ緩めると､ド､レ､ミ､フアの昔が出る｡左
手をその位置で固定し､右手を少しづつ緩めて
いくと､ソ､ラ､シ､ドの音が出る｡
立てた指を振るわせ､バイブレー ションを掛ける ドレミフアソラシドの音階が自由に出せれば､
口笛を吹くように色々の曲が演奏でき､カッコ
ウやウグイスやブッポウソウの鳴き声､救急車の警笛音など鳴らして楽しむことができる｡
つかんでいる右 (あるいは左)の人差指の指先を上に立てたり､倒したりしてカッコウや
ウグイスの声が出せる｡
写真3のように右手の人差指を立てると高い音が出､人差指を倒すと音が低くなり､カ
ッコウの鳴き声ができる｡
長さ10cmの水道管のオカシーナは雅楽の越殿楽や音色の高低差のある皇聾急の竜笛の録
音に合わせて演奏でき､その他色々の曲に合わせて楽しむことができた｡
長さ15cm程度の管では､片側を握って塞ぎ､強く吹くと高い倍音が出る (表1)ので､
倍音の効果を楽しむことができる｡
最低と最高の音色の範囲
塩ビ管の長さや内径を変えて調べると､経験的には手のにぎり易さなどから内径20m､
長さ10-15cm程度の管が使い良かった｡これらの管の出す最低と最高の音を調べた結果を
表 1､2に示した｡
最初は専らチューナー (KORG MT-1200)を使って最低と最高の音を調べたが､ ｢音
の分析｣ソフト (新潟南高校笹川民雄氏作成)を入手し､ノートパソコンで笛の最低と最
高の周波数 (Hz)を測定した｡しかし､実用的にはHzによりドレミフア--の音程をチ
ューナーで測る方が簡便であった｡
｢音の分析｣ソフトはインターネットからダウンロードし､笛の音はパソコンに向かっ
て､およそ1秒間､1秒間隔で約10回鳴らし､ファイルに記録して波長の平均的な部位を
10箇所測定､平均値と標準偏差を求めた｡この作業は波形を記録したファイルとエクセル
の画面を同時に表示し､波長の計測値をエクセルに入力して瞬時にその平均値と標準偏差
を得た｡
音程は A-440Hz 大全音の音階 (C:D､F:G､A:B)のHzの比8:9､小全音
-26-
水道管で "オカシーナ'-"オカシーナ"の改良- (大森)
の音階 (D:E､G:A)のHzの比9:10､半音の音階 (E:F､B:C)のHzの比15:16
としてエクセルで音階のHzと波長の表を作り､その表から音階を読み取った｡
写真4 種 材々料のオカシーナの試作
あとがき
デジタルカメラの普及等の影響で最近急激に
フイルム ･ケースが少なくなった｡フイルム ･
ケースに代わるものをヤクルトや飲むヨーグル
トの瓶､切った水道の塩ビ管などでその効果を
試していると､水道の塩ビ管の使い良いことが
分かった (写真4)0
最初､内径25mmの塩ビ管を長さ50mmに切 り､
その一端にプラスチック板を貼って塞ぎ､フイ
ルム ･ケースの形をまねて音色を試したが､両端を切りっぱなしにした管の方が昔の高低
差のある曲にも相応できて効果的であった｡
塩ビ管に吹穴を開けたこの改良オカシーナは管の両端のにぎり具合､つかみ具合で音色
が変り､フイルム ･ケースのオカシーナ同様､短調や長調の種々の曲を吹いて楽しめた｡
内径20mm､長さ10cmの塩ビ管で高低差のある雅楽 (皇聾急､1#F-2#A)の演奏を試み､
音程に合わせることができた｡経験的には内径20m､長さは10-15cmの管が使いやすかっ
た (写真 1)｡
この原稿を書き始めたとき､新刊のNewton(文献2､2004(7):pp.76-77)を開いて
驚いた｡筆者の水道管のオカシーナに似た写真が載っている｡ 古代アンデス文明の出土品
表 1 塩ビ管の内径､長さ､両側閉､両側開､片開きの状態と､書の周波数 (Hz)
(吹口は管の中央､直径13-15mm)
太さ 内径15mm管 内径20-■管 内径25日管 内径30L)管
長さ 両端開 両端閃 片側開放 高/低 両端閉 両端開 片側紺放 高/低 両端閉 両端開 片側開放 高′低 両端閏 両端開 片側開放
5cn 1838.0 3759.0 2303.0 2.0 877.0 3062.4 1838-2205 3.5 817.8 2712.4 1876.4 3.3 736.6 740.2 1592.0 2.1
+2nA +3仙 +3D +Il +3肝 +2NA-+3nC 十川G +3舵 ◆2舶 +1肝 +l肝 +2G
lOczb 1137.8 2303.0 1378一3150 2,8 750.0 1838.0 116l～1297 2.5 630.4 A183.0 1002-2297 3.6 49.0 1517.8 1838-2205 4.4
+2D +3D +2nE～+3G +l肝 +2#^ I2D～+2HD +luD +2g^ +lNB～+3nC 8 十ZG +2nA～+3#C
15(初 829.4 lFTl.8 919-3150 3.8 548.a 1378.0 882-3150 5.7 500.4 1225.0 817-3FT5 7.3 444.0 A1202.6 711-3150 7.I
+lA +3D +luA～+3G +川C +ZE +lA～+3G a +2uD +lNG～+3NA A +2D +lf～+X;
20czB 702.8 1329.4 1378-3150 4.5 501.4 1126.2 689-2450 4.9 419.4 976.2 630-2205 5.3 385.0 459.2 551-3675 9.5
註 :+1､十2､十3 1オクタ-ヴ上､2オクタ-ヴ上､3オクタ-ヴ上の意味
△ かろうじて音が出る｡ * 音がかすれて出ない｡
: 音色はHz値表より概略を示す｡
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表2 吹穴の位置と管の端の開閉による音の周波数 (Hz)の差
(長さ20cm､内径20mmの水道の塩ビ管を使用)
吹穴の位置 両側開き 両側塞ぎ 右側閉じ 左側閉じ
管の中央右端から6.6cm右端から5cm2 1,103.0 560.6 ◆684.8 ■672.6
+2D B +lE +lE
1,011.6 510.8と 993.4 782.4 1,470.0と 592.2
+2C #8 +18 +lG +2#F +lD
943.0 1,071.2 771.2 1,433.2
+#A +2#C +1#F +2#F
861.6 1,1738 776 1,2970
註 :*印の両値は理論的には等しいが､吹穴や吹く口の位置､閉じ方のわずかな
差で､差異が生じたもの｡
: 音色はHz値表より概略を示す｡
である｡ 中央に穴の開いた彫刻紋様のある管状の骨片10個と､この発掘を指揮したシャデ
ィ博士がその1本を斜めに持って眺めている写真である｡ペリカンの骨で作った "笛"と
し記されているが､ "笛"と認定した根拠は何だったか興味を覚える｡
まとめ
1.内径20mの水道の塩ビ管でオカシーナを作った｡
2.管の長さ10-15cm､管長の中央に13-15mの吹ロを開けたものが使い易かった｡
3.管の両端の握り方､緩め具合で音階が調節され､ドレミフアソラシドに合わせること
ができた｡
4.管の片側の握りを緩め､ド､レ､ミ､フアを出し､他方を緩めてソ､ラ､シ､ドを出す｡
5.管の端をにぎったまま人差指を上の方に向けて立て､その指を振るわせると､音にバ
イブレーションがかかる (写真3)0
6.アンデスの4,500年前の古代遺跡から塩ビ管のオカシーナに似た形のものが発掘され､
大変興味を引くところである｡
7.内径各15､20､25､30m､管長5､10､15､20cmの中央に13-15mmの吹口に開けた管
について､管の両端を閉じた場合､開いた場合､片方を閉じた場合の音の周波数と音色
を表1に示した｡
8.内径20rnm管で吹穴の位置と管の端の開閉による音の周波数(Hz)の差を表2に示した｡
この研究に当たり､元長岡高校校長丸山敬先生を通じて新潟県立教育センターの西脇正
和先生を紹介され､新潟南高校笹川民雄先生の ｢音の分析｣のソフトの他､数点のソフト
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の紹介を受けた｡これらのソフトは当短大の佐々木宏之講師によりインターネットからダ
ウンロードしていただいた｡また､越殿柴や皇聾急の雅楽曲は三条市本照院鈴木顕正住職
の竜笛演奏のテープをご住職から頂だいた｡塩ビ管の材料はアオミ電気 K.K.および葵設
備 K.K.から提供を受け､12mのルーター ･ピットは大湊正衛技師から提供を受けた｡本
文の英文タイトルは新潟経営大学Mr.ChadParker講師に付けて頂いたことを記して以上の
各位に対 し深謝の意を表します｡
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